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≪み手のなかで≫

プ ー ル 主 教

 司祭　杉 山 修 一

　
日
本
最
初
の
英
国
人
主
教
Ａ
・
Ｗ
・
プ
ー
ル

主
教
の
名
前
を
戴
く
プ
ー
ル
学
院
は
創
立
１
３

０
周
年
を
迎
え
た
。
伝
道
主
教
と
し
て
期
待
の

う
ち
に
来
日
す
る
も
滞
日
わ
ず
か
10
ヶ
月
で
病

の
た
め
に
離
任
。
故
郷
の
英
国

シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
ー
で
33
歳
の

若
さ
で
天
に
召
さ
れ
る
。
主
教

自
身
は
プ
ー
ル
学
院
と
い
う
自

分
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
学
校

の
存
在
を
知
ら
な
い
。

　
一
八
七
九
年
に
大
阪
川
口
居

留
地
で
始
め
ら
れ
た
小
さ
な
女

学
校
の
た
め
に
主
教
は
母
国
に

援
助
を
求
め
た
。
し
か
し
、
宣

教
団
体
に
財
政
的
な
余
裕
は
な

か
っ
た
。
主
教
の
死
後
妻
の
セ

イ
ラ
と
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
Ｃ
・

Ｆ
・
ワ
レ
ン
が
奔
走
し
、
名
も
無
き
英
国
の
信

徒
が
浄
財
を
女
学
校
の
た
め
に
捧
げ
た
。
一
八

九
〇
年
こ
の
浄
財
を
も
と
に
女
学
校
は
立
派
な

校
舎
と
教
育
内
容
を
持
つ
学
校
と
し
て
新
た
な

歩
み
を
始
め
る
。
こ
の
と
き
、
学
校
は
プ
ー
ル

監
督
記
念
女
学
校
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
わ
ず
か

10
ヶ
月
し
か
滞
在
し
な
か
っ
た
プ
ー
ル
主
教
の

名
前
が
、
現
在
も
生
き
て
い
る
不
思
議

を
思
う
。

　
神
の
み
手
の
業
は
空
間
的
広
が
り
と

時
間
的
広
が
り
の
中
で
恵
み
を
も
た
ら

す
。
た
と
え
一
人
の
人
間
の
働
き
が
小

さ
な
も
の
で
も
そ
れ
を
用
い
て
大
き
な

業
を
な
さ
れ
る
の
が
神
の
み
手
で
あ

る
。
教
会
も
キ
リ
ス
ト
教
学
校
も
困
難

な
時
代
の
中
に
い
る
。
先
が
見
え
な
い

中
で
徒
労
と
思
え
る
営
み
を
続
け
る
こ

と
は
つ
ら
い
。
し
か
し
私
た
ち
が
み
手

の
中
に
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
ど
ん
な

苦
し
み
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ー
ル
主
教
の
働
き
は
私
に
そ
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。

　
　
（
プ
ー
ル
学
院
学
院
長
・
教
区
よ
り
出
向
）
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今週・来週 の 予 定

◇
12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主
日

12
・
６
）
▽
野
宿
生
活
者
支
援
の
た

め
▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
▽
部
落
解
放

キ
リ
ス
ト
者
運
動
の
た
め

◇
堅
信
受
領

11
月
22
日
　
清
瀬
聖
母
教
会

▽
木
下
節
子
▽
杉
村
俊
久
▽
小
林
美

智
世
▽
佐
々
木
節
（
清
瀬
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
６
日
　
西
名
　
き
く
（
93
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

11
月
12
日
　
吉
川
　
江
津
（
83
）

聖
マ
ル
コ

11
月
18
日
　
鈴
木
　
芳
子
（
83
）

聖
パ
ウ
ロ

11
月
18
日
　
酒
井
サ
ヤ
カ
（
66
）

諸
聖
徒

11
月
20
日
　
小
島
　
休
景
（
90
）目

白

11
月
24
日
　
浅
見
千
貴
利
（
93
）

聖
マ
ル
コ

11
月
29
日
　
松
本
　
尚
夫
（
75
）

聖
マ
ル
コ

　
▽
12
月
銀
座
朝
祷
会
　
８
日
・
22

日
（
第
２
・
４
火
曜
）
７
時
半
、
喫
茶

室
ル
ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。い
ず

　６（日）降臨節第２主日　

人権委員会：エイズデー記念

礼拝（聖バルナバ）

　７（月）人権委員会（聖バルナバ）

城南Ｇ牧師協議会（真光）

　８（火）銀座朝祷会

常置委員会

　９（水）礼拝音楽委員会

１０（木）信仰と生活委員会

聖職養成委員会

１１（金）主教座聖堂活動委員会

広報委員会

インターネット～特別委員会

１３（日）降臨節第３主日

主教巡回　月島聖公会

合同堅信式（主教座）

１５（火）主教選挙特別委員会

１６（水）教役者レクイエム

山手Ｇ牧師協議会（聖愛）

ハラスメント防止委員会

聖職試験公開説教（主教座）

１８(金） 財政委員会

１２月６日～１９日

れ
も
、
お
話
な
し
。

　
▽
12
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
11

日
（
金
）
12
時
20
分
、
佐
藤
雅
枝
　

＊
聖
テ
モ
テ
15
日（
火
）12
時
30
分
、

湯
口
依
子
　
＊
神
田
キ
リ
ス
ト
＝
16

日
（
水
）
12
時
20
分
、
松
浦
光
子
　

〔
各
30
分
程
度
・
入
場
無
料
〕
　

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》



２００９年１２月６日（第１１４６号）

- 2 -

◇
秋
期
教
区
会
報
告
（
追
加
）
【
出

席
議
員
（
11
月
23
日
第
１
回
点
呼
時

点
）
】
▽
教
役
者
議
員
＝
48
人
中
40

人
▽
信
徒
代
議
員
＝
71
人
中
69
人

（
内
女
性
議
員
23
人
・
33
％
）
▽
番

外
議
員
＝
15
人
　
【
活
動
計
画
報
告

に
当
た
っ
た
委
員
会
等
の
名
称
】
信

仰
と
生
活
・
正
義
と
平
和
・
財
政
・

広
報
・
聖
職
養
成
・
礼
拝
音
楽
・
教

財
務
サ
ー
ビ
ス
・
人
権
・
小
平
墓

地
・
教
区
資
料
保
全
・
教
区
企
画

室
・
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
協
働
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
諸
委
員
会
お
よ
び

協
議
会
　
【
可
決
議
案
の
名
称
】
①

日
本
聖
公
会
東
京
教
区
会
細
則
一
部

（
第
８
条
）
改
正
の
件
②
同
細
則
一

部
（
第
７
条
・
第
９
条
）
改
正
の
件

③
教
区
費
分
担
金
制
度
検
討
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
件
④
10
年
度
教
区

収
支
予
算
案
承
認
の
件
、
以
上
計
４

件
　
【
主
教
の
開
会
演
説
】
本
号
で

別
刷
り
付
録

　
▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
演
奏
家
４
人
に

よ
る
親
し
み
や
す
い
曲
を
中
心
に
し

た
演
奏
会
。
12  

月
13  

日
（
日
）  

時

開
演
。
無
料(

会
場
献
金)

。
会
場
℡

（
３
３
３
４
）
２
８
１
２
。

　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
　
13  

日
（
日
）
14  

時
、
同

教
会
で
。
横
浜
教
区
信
徒
や
同
教
会

聖
歌
隊
を
交
え
た
演
奏
や
歌
。
会
場

献
金
は
「
山
谷
・
ま
り
や
食
堂
」
活

動
支
援
の
た
め
に
。
照
会
℡  

（
３
４

２
１
）
３
６
４
６
。

　
▽
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
ク
リ
ス
マ

ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
ス
テ
ッ

プ
ハ
ウ
ス
主
催
に
よ
る
《
フ
ル
ー
ト
と

ハ
ー
プ
の
調
べ
》
12
月
18
日
（
金
）
19

時
。
チ
ケ
ッ
ト
３
千
円
（
当
日
券
３
千

５
百
円
）
。
申
込
・
照
会
℡
03
（
３
３

６
４
）
３
１
３
３
（
同
事
務
局
）
。

　
▽
月
島
聖
公
会
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
　
小
編
成
混
声
合
唱
団
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
「
カ
ン
タ
ビ
ー
ル
」
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
。
19
日
（
土
）
17
時
。
無

料
・
会
場
献
金
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
含
め
た
３
部
構
成
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

収
益
は
同
教
会
建
築
の
た
め
に
。
℡
03

（
３
５
３
３
）
６
０
２
１
。

　
▽
立
教
女
学
院
後
援
会
主
催
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
　
元
院
長
・
理
事
長
故
小

川
清
生
誕
百
年
記
念
誌
『
恩
寵
と
感

謝
』
出
版
記
念
。
12
日
（
土
）
12
時

半
、
同
院
聖
マ
リ
ア
礼
拝
堂
。
演
奏
＝

宮
崎
朋
菜
。
チ
ケ
ッ
ト
＝
２
千
円
、
こ

ど
も
・
学
生
千
円
。
℡
03
（
３
２
４

７
）
０
９
０
３
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
33

教
区
会
議
案
か
ら
１

　
教
区
費
分
担
金
制
度
検
討

　
特
別
委
員
会
設
置
案
件

　
現
在
、
各
教
会
の
教
区
費
分
担
金

は
、
普
通
献
金
と
感
謝
献
金
に
よ
っ
て

分
担
金
を
按
分
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

こ
10
年
の
統
計
を
見
る
限
り
、
教
区

全
体
と
し
て
は
献
金
額
の
減
少
、
信
徒

数
の
減
少
は
著
し
い
。
各
教
会
に
対
し

て
教
区
費
分
担
金
の
負
担
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
按
分

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
部
の
教
会
で
は

少
し
の
献
金
額
増
加
が
分
担
金
の
極
端

な
増
加
に
繋
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
教
区
は
分
担
金
額
を
増
加
さ
せ

ず
に
資
金
の
取
り
崩
し
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
財
政
委
員
会
の
指
摘
を
受
け
ず

と
も
資
金
が
枯
渇
し
、
他
の
基
金
を
取

り
崩
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。

　
財
政
委
員
会
で
は
多
く
の
時
間
を

か
け
て
頂
き
、
協
議
し
、
現
行
方
式

の
問
題
点
を
洗
い
出
し
新
制
度
を
提

案
し
た
。
普
通
献
金
と
感
謝
献
金
だ

け
で
は
各
教
会
の
財
政
力
を
的
確
に

反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
観
点
か

ら
、
教
会
の
総
収
入
に
対
し
て
按
分

す
る
方
法
を
取
ろ
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
先
の
各
教

会
の
財
政
委
員
担
当
者
会
議
で
説
明

が
な
さ
れ
た
。
常
置
委
員
会
と
し
て

は
こ
の
問
題
は
単
に
制
度
を
手
直
し

て
い
く
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
と
考

え
た
。
教
区
の
将
来
の
財
政
に
関
し

て
、
財
政
委
員
会
が
な
さ
れ
た
努
力

に
は
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
根
本
的

な
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
教
区
費
分
担
金
制

度
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
を
教
区

会
に
提
案
し
た
。

　
教
区
が
一
つ
に
な
り
、
互
い
に
そ
の

宣
教
の
業
に
励
み
つ
つ
邁
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
各
教
会
の
委
員
だ
け
で
な

く
、
信
徒
一
人
一
人
も
交
え
て
、
じ
っ

く
り
と
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
教
区
全
体
の
牧
会
体

制
、
宣
教
体
制
の
改
革
は
ぜ
ひ
と
も
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
を
深

め
て
い
く
た
め
に
、
公
聴
会
や
懇
談
会

な
ど
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
今
教
区
会
で
は
こ
の
特
別
委
員
会

の
設
置
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会

に
託
さ
れ
た
課
題
は
非
常
に
困
難
な
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
こ

の
委
員
会
の
活
動
を
祈
り
を
も
っ
て
支

え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　 

（
常
置
委
員
長
　
司
祭 

大
畑
喜
道
）


